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電話０４７-３７９-６６６１
スギ花粉舌下療法

今年もスギ花粉症の時期がやってきました。スギ花粉の対策として舌下療法を行っている方
もいるとも思います。当院にかかられている患者さんの中にも以前やっていたとか今やって
いるという患者さんがいますが、話を聞いてみると花粉症の時期に抗アレルギー剤を服用し
なくて済む方が極めて少ないのではないかとの印象を持っています。スギ花粉は英語で
Japanese cedar pollenというほどですので日本の花粉症の代表的の原因花粉でその評価
は日本からの論文に頼らざるを得ません。千葉大耳鼻咽喉科にいらした岡本先生のグループ
がこの分野の論文を多くを発表されています。その一つ２０２１年のJ. Allergy Clin 
Immunol Practの論文を見ると研究対象はスギ単独の感作だけではなく（１０％）、９０％
の方は複数のアレルゲン感作のある患者さんで、舌下療法を３年間行っている症状の改善が
４６．３％に見られ、治療終了後１年目でも４５．３％、２年後でも３４％に症状の改善が
続くとするものです。

そもそもなぜ舌下なのでしょうか。ここからは２０２２年にDurhum SRらによってNat 
Rev Immunol 誌に掲載された「アレルゲン免疫療法、過去・現在・将来」というタイトル
の総説を参考に話を進めます。これまで花粉などの吸入抗原を食べさせて行う経口免疫療法
はことごとく失敗していました。その一つの理由は胃で消化されてしまうことでアレルゲン
提示がうまくできないためといわれています。口腔粘膜は、高濃度の食物タンパクに日々さ
らされていても過敏反応を起こさないで済む免疫的に特別な場所として知られてきました。
口腔は樹状細胞が多く反対に肥満細胞が体のほかの粘膜に比べて少ないことが知られていま
す。樹状細胞は舌下や皮下注射で投与されたアレルゲンを受け取りナイーブT細胞に抗原提
示する非常な大事な細胞です。ナイーブT細胞からTH2細胞に分化し好酸球や肥満細胞の遊
走、IｇEの誘導を引き起こす喘息でもおなじみのTH2炎症反応を引き起こします。肥満細胞
は刺激を受けてヒスタミンなどを放出するため好酸球とともに過剰反応を引き起こします。
免疫療法の本質は、アレルゲンが例えば鼻粘膜に付着しても過剰反応を起こさないように
「免疫寛容」を導くことです。これは第１にアレルゲン特異的なＴＨ２細胞反応を抑制しイ
ンターロイキン－４，－５，－９，ー１３など炎症を惹起するサイトカインの分泌を抑制す
ることと、第２にＩｇＥをブロックする抗体産生によって成し遂げられると考えられていま
す。第一の機序は先日ノーベル賞を受賞されました大阪大学の坂口教授が発見されました制
御性T細胞（Treg）が関与しています。免疫療法として先行して皮下免疫療法は少量のアレ
ルゲンを直接皮下に届けますが、この方法でできる抗体はＩｇＧ４からなっていますが、舌
下療法ではＩｇＡからなる抗体が主体と考えられています。近年ＩｇＡによる抗ＩｇＥ作用
に疑問が出ているようです。ChatGTPで調べると、スギ花粉による舌下療法ではIgG4抗体
値がIgA抗体値よりも高く他の舌下療法とはあたかも異なるとの記載がありますが、IgA抗体
を測定したとの記述は岡本のグループの論文では見つけられません（一部の論文は本文が有
料でアブストラクトだけしか読めませんでした）。現在、草、ブタクサ、シラカンバによる
花粉症に対する舌下療法がおこなわれていて、効果はプラセボと比べて３０ー４０％と書い
てあります。前述のスギ花粉舌下療法の効果はちょっと盛っている印象があります。
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